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樋

樋

。

１２月５日（火
か

） 

第
だい

2
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

に長
なが

野
の

県
けん

・ 旧
きゅう

富
ふ

士
じ

見
み

村
むら

（現
げん

富

士見町
まち

）の分
ぶん

村
そん

移
い

民
みん

として 旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

（現
げん

中
ちゅう

国
ごく

東
とう

北
ほく

部
ぶ

）へ渡
わた

った樋
ひ

口
ぐち

誠
まこと

さん(86)が、当
とう

時
じ

の写
しゃ

真
しん

を

満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

館
かん

（同
どう

県
けん

阿
あ

智
ち

村
むら

）に寄
き

贈
ぞう

した。

「高
こう

齢
れい

でもあり、適
てき

切
せつ

に活
かつ

用
よう

してもらえるよう、記

念館への寄贈を決めた」という。樋口さんは、元
もと

「富

士見分村開
かい

拓
たく

団
だん

」関
かん

係
けい

者
しゃ

らが保
ほ

管
かん

していた写真を

接
せっ

写
しゃ

、印
いん

刷
さつ

し、まとめてきた。 

１２月６日（水
すい

） 

京
きょう

都
と

府
ふ

の黒
くろ

田
だ

雅
まさ

夫
お

さん(86)が満洲の過
か

酷
こく

な体
たい

験
けん

をまとめた絵
え

本
ほん

『
「

今
いま

を生
い

きる』を刊
かん

行
こう

した。黒田さん

は約
やく

15年
ねん

前
まえ

から 小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

などで戦
せん

争
そう

体験の語
かた

り部
べ

をしている。「戦争は二
に

度
ど

と繰
く

り返
かえ

してはならな

いことをどうにか伝
つた

えられないか」と 考
かんが

え、絵本制
せい

作
さく

を思
おも

い立
た

ったという。 周
しゅう

囲
い

の助
じょ

言
げん

で資
し

金
きん

をク
く

ラ
ら

ウ
う

ド
ど

フ
ふ

ァ
ぁ

ン
ん

デ
で

ィ
ぃ

ン
ん

グ
ぐ

で募
つの

り、1000冊
さつ

が完
かん

成
せい

した。 

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

記
き

事
じ

から （2023年
ねん

12月
がつ

1 日
ついたち

～2024 年 5 月 31日
にち

） 

・

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

、 中
ちゅう

国
ごく

･
・

サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す
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在

･

１２月１６日（土
ど

） 

長野県の飯
いい

田
だ

市
し

日
にっ

中
ちゅう

友
ゆう

好
こう

協
きょう

会
かい

は、飯田下
しも

伊
い

那
な

地
ち

域
いき

に暮
く

らす 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者２・３世
せい

たちと会
かい

員
いん

や地

域 住
じゅう

民
みん

らが語り合う初
はじ

めての交
こう

流
りゅう

会
かい

を開
ひら

き、40

人余
あま

りが参
さん

加
か

した。２･３世からは、言
こと

葉
ば

の壁
かべ

に苦
く

労
ろう

したり周
まわ

りの人
ひと

に親
しん

切
せつ

にされたりした経
けい

験
けん

や、老
ろう

後
ご

への不
ふ

安
あん

などが語られた。これまで帰国者 1 世の支
し

援
えん

を 行
おこな

ってきた同協会は、設
せつ

立
りつ

60 周
しゅう

年
ねん

の節
ふし

目
め

に当
あ

たり、２･３世の悩
なや

み解
かい

決
けつ

や地域住民との交流促
そく

進
しん

を

図
はか

ろう
う

と交流会を開いたという。 

１月１２日（金
きん

） 

『毎
まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

』は、幼
よう

少
しょう

時
じ

に一
いっ

家
か

で開拓団として

長野県から旧満洲へ渡った中
なか

島
じま

茂
しげる

さん(89)へのイ
い

ン
ん

タ
た

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

記
き

事
じ

を掲
けい

載
さい

した。中島さんは 終
しゅう

戦
せん

時
じ

の混
こん

乱
らん

の中
なか

で逃
とう

避
ひ

行
こう

の後
あと

、中国人の家
いえ

に母
はは

親
おや

と二
ふた

人
り

で

引
ひ

き
き

取
と

られた経験を持
も

ち、1953 年に帰
き

国
こく

を果
は

たした。

今も語り部としての活動を続けている。 

2 月 5 日（月
げつ

） 

『毎日新聞』は、中国残留孤児 2 世で、いわゆる「ガ
が

チ
ち

中
ちゅう

華
か

」の 料
りょう

理
り

店
てん

を経
けい

営
えい

する味
あじ

坊
ぼう

のオ
お

ー
ー

ナ
な

ー
ー

、

梁
りょう

宝
ほう

璋
しょう

さん(60)の取
しゅ

材
ざい

記事を掲載した。梁さんは

チ
ち

チ
ち

ハ
は

ル
る

市
し

（黒
こく

竜
りゅう

江
こう

省
しょう

）の 出
しゅっ

身
しん

で、都
と

内
ない

5 か所
しょ

で中国東北料理の 店
みせ

を 展
てん

開
かい

してい

る。いずれも人
にん

気
き

店
てん

だ。 

2 月１０日（土） 

「中国残留邦人『三世・四世』と名
な

乗
の

るということ―その意
い

味
み

と意
い

義
ぎ

を問
と

う―」が10 日
と お か

、

長野県飯田市で開
かい

催
さい

された。日
に

本で生
う

まれ育
そだ

った中国

残留邦人 3 世、4 世が登
とう

壇
だん

し、それぞれに自
じ

身
しん

の体験

を踏
ふ

まえながら、中国ル
る

ー
ー

ツ
つ

と向
む

き合
あ

い続
つづ

けて
て

きた複
ふく

雑
ざつ

な内
ない

面
めん

に言
げん

及
きゅう

した。 

２月２５日（日
にち

） 

中国残留邦人３世で 小
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

諭
ゆ

の広
ひろ

野
の

夏
なつ

帆
ほ

さ

ん(29)が広
ひろ

島
しま

市
し

で講
こう

演
えん

し、20 人の参加者が広野さん

の 話
はなし

に耳
みみ

を 傾
かたむ

けた。父
ちち

は 1986 年、高
こう

校
こう

生
せい

の時
とき

に
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所思所想

中国残留孤児の祖
そ

母
ぼ

とともに一家で帰国したが、なか

なか安
あん

定
てい

した仕
し

事
ごと

に就
つ

けず苦労したという。広野さん

は 教
きょう

員
いん

になった当
とう

初
しょ

、「子どもや保
ほ

護
ご

者
しゃ

にどう捉
とら

え

られるか不
ふ

安
あん

で、自分のルーツを話せなかった」と話

した。 

３月４日（月） 

 日本に永住帰国した中国残留孤児の 間
あいだ

では高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

み、介
かい

護
ご

支
し

援
えん

の必
ひつ

要
よう

性
せい

が高
たか

まっているが、日
に

本
ほん

語
ご

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

なために介護施設でも孤
こ

立
りつ

しがちであ

る。『読
よみ

売
うり

新聞』は東
とう

京
きょう

都
と

江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

に暮
く

らす K さん

(84)や名
な

古
ご

屋
や

市の S さん、中国語対
たい

応
おう

可
か

能
のう

なデ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

施設「一
いっ

笑
しょう

苑
えん

」など

に取
しゅ

材
ざい

し、残留孤児 1 世た

ちの今
いま

の思
おも

いを伝
つた

えた。 

３月２０日（水） 

 長野県阿智村の満蒙開拓平和記念館は、体験の語り

手
て

の減
げん

少
しょう

により、昨
さく

年
ねん

まで基
き

本
ほん

的
てき

に月 2 回開いて

きた語り部定
てい

期
き

講演会を4
し

月
がつ

以
い

降
こう

は月 1 回に減らすと

発表した。語り部は当初 30 人余りいたが、他
た

界
かい

した

人や高齢で語りが難しくなった人もおり、今年は 10 人

未満の見
み

込
こ

みという。 従
じゅう

来
らい

は第 2・第４土曜日に開

催していたが、語り部講演会は第２土曜のみとなり、

第 4 土曜は映
えい

像
ぞう

上
じょう

映
えい

などの企
き

画
かく

を考えていくとし

ている。 

４月６日（土） 

 中国残留邦人 3 世で、中国残留邦人に関
かん

する語り部

として祖
そ

母
ぼ

の経験を語り継
つ

ぐ巻
まき

口
ぐち

清
きよ

美
み

さん(58)の講

演が群
ぐん

馬
ま

県
けん

前
まえ

橋
ばし

市
し

で開かれた。講演会は群馬満蒙開

拓歴
れき

史
し

研
けん

究
きゅう

会
かい

（東
とう

宮
みや

春
はる

生
お

代
だい

表
ひょう

）の主
しゅ

催
さい

によるも

の。巻口さんは中国黒竜江省で生まれ、16歳
さい

の時に来

日した。中国残留婦人の祖母は 1942 年に開拓団の一
いち

員
いん

として一家で旧満洲へ移
うつ

ったが、夫が 召
しょう

集
しゅう

され、

夫
ふう

婦
ふ

離
はな

れ離
ばな

れになった後、終戦 直
ちょく

後
ご

の逃避行を経
へ

て、子どもたちと生きのびるために中国人男性の妻
つま

に

なったという。語り部派
は

遣
けん

活動は、首
しゅ

都
と

圏
けん

中国帰国者

支援・交流センター（東京都台
たい

東
とう

区
く

）が行っている。 



第 89号           中国帰国者支援・交流センター               令和 6年 8月 

26 

・

４月 14 日（日） 

中国ハ
は

ル
る

ビ
び

ン
ん

市の民
みん

間
かん

団
だん

体
たい

「ハルビン養
よう

父
ふ

母
ぼ

連
れん

絡
らく

会」の 7 人が 14 日、阿智村の満蒙開拓平和記念館を 6

年ぶりに 訪
おとず

れ、飯田下伊那地域在住の元中国残留孤

児やその家族たちと交流を深めた。同連絡会は、戦後

旧満洲に残された日本人孤児を育
そだ

てた中国人養父母

らの支援を行ってきた。参加した元残留孤児の多
た

田
だ

清
きよ

司
し

さん（85）は中国語で当
とう

時
じ

の生活ぶりを振
ふ

り返
かえ

り、

中国の養父母らへの感
かん

謝
しゃ

の念
ねん

を 表
ひょう

明
めい

した。 

4 月２１日（日） 

長野県佐
さ

久
く

市
し

の岩
いわ

村
むら

田
だ

公
こう

園
えん

では 21 日、「満洲開拓

団慰
い

霊
れい

碑
ひ

」などの前で戦
せん

没
ぼつ

者
しゃ

慰
い

霊
れい

祭
さい

が行われた。戦

争で親
しん

族
ぞく

を亡
な

くした地
じ

元
もと

の遺
い

族
ぞく

会
かい

などが主催したも

ので、地元区
く

長
ちょう

をはじめ 26 人が参加した。遺族会代

表は「長野県では特
とく

に熱
ねっ

心
しん

に満蒙開拓を進
すす

めて多く

の人が犠
ぎ

牲
せい

になった」と移民送
おく

り出
だ

しの歴
れき

史
し

を振り返

り、「慰霊祭は続けていくことに意
い

義
ぎ

がある。世
せ

界
かい

情
じょう

勢
せい

が不
ふ

安
あん

定
てい

な今こそ平和のために活動を続けたい」と

話した。 

4 月２５日（木
もく

） 

 阿智村の満蒙開拓平和記念館は、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

から旧満

洲へ渡った 1025 の開拓団や満蒙開拓青
せい

少
しょう

年
ねん

義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

などの名
めい

称
しょう

や 入
にゅう

植
しょく

地
ち

域
いき

、在
ざい

籍
せき

人
にん

数
ずう

などのデ
で

ー
ー

タ
た

をデ
で

ジ
じ

タ
た

ル
る

化
か

し、同
どう

館
かん

のウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

に公
こう

開
かい

し

た。一
いち

覧
らん

表
ひょう

では団
だん

名
めい

など 19項
こう

目
もく

がエ
え

ク
く

セ
せ

ル
る

フ
ふ

ァ
ぁ

イ
い

ル
る

にまとめられており、キ
き

ー
ー

ワ
わ

ー
ー

ド
ど

検
けん

索
さく

や並
なら

べ替
か

えも

可
か

能
のう

という。 

５月６日（月） 

中国残留孤児らが 1980 年代に肉
にく

親
しん

捜
さが

しで来
らい

日
にち

し

た時の様
さま

々
ざま

な 姿
すがた

や 表
ひょう

情
じょう

をとらえた写
しゃ

真
しん

展
てん

が、三
み

重
え

県
けん

名
な

張
ばり

市
し

で開
ひら

かれた（3～６日）。撮
さつ

影
えい

したのは同

市在
ざい

住
じゅう

の羽
は

馬
ば

幹
みき

生
お

さん（81）。羽馬さんは肉親捜しの

訪
ほう

日
にち

調
ちょう

査
さ

が始
はじ

まった 1981 年から 88 年まで計
けい

17

回
かい

、当
とう

時
じ

国
くに

の依
い

頼
らい

を受
う

けた報
ほう

道
どう

写
しゃ

真
しん

家
か

の浜
はま

口
ぐち

タ
た

カ
か

シ
し

さんに同
どう

行
こう

し、中国残留孤児が関
かん

西
さい

を訪れた時の
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写真を撮影していた。 

5 月 10 日（金） 

長野市の篠
しの

ノ
の

井
い

市誌
し し

編 纂
へんさん

委員会
いいんかい

は９ 日
ここのか

、戦
せん

時
じ

下
か

の

満蒙開拓をテ
て

ー
ー

マ
ま

とする講
こう

座
ざ

を開いた。地元の住民ら

約 100 人が県
けん

立
りつ

歴
れき

史
し

館
かん

（千
ち

曲
くま

市
し

）名
めい

誉
よ

学
がく

芸
げい

員
いん

の青
あお

木
き

隆
たか

幸
ゆき

さん（66、飯田市在住）の講演に耳
みみ

を 傾
かたむ

けた。 

篠ノ井地区には日中国
こっ

交
こう

正
せい

常
じょう

化
か

後に帰国した中国

残留邦人も多く、その歴史的背
はい

景
けい

に理
り

解
かい

を深
ふか

めよう

と、同講座が企画
きかく

された。 

５月１２日（日） 

樺
から

太
ふと

（現
げん

ロ
ろ

シ
し

ア
あ

・サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

）残留邦人の帰国や生活

を支援するＮ
えぬ

Ｐ
ぴー

Ｏ
おー

法
ほう

人
じん

「日本サハリン協会」（東京）

の総
そう

会
かい

と交
こう

流
りゅう

会
かい

が 12 日、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

東
ひがし

区
く

で開かれ

た。斎
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

（67）が「サハリンにル
る

ー
ー

ツ
つ

を持
も

つ人が、国に関係なく一
ひと

つの家族となれるような場
ば

に

したい」と述べ、サハリン残留者からのビ
び

デ
で

オ
お

メ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

も 紹
しょう

介
かい

された。 

5 月 18 日（土） 

「満洲国」建
けん

国
こく

の 1932 年に最
さい

初
しょ

の満蒙開拓団と

して、長野など全国 11 県から 493 人が満洲に渡った

弥
いや

栄
さか

村
むら

開拓団の元団員と遺族らでつくる「弥栄会」は

17 日、東京都内で総
そう

会
かい

を開き、半
はん

世
せい

紀
き

余
あま

りにわたる

活動に幕
まく

を閉
と

じた。会員の高齢化が理
り

由
ゆう

という。北
ほっ

海
かい

道
どう

や秋
あき

田
た

、新
にい

潟
がた

など全国から会員 20 人が慰霊碑のあ

る本
ほん

龍
りゅう

寺
じ

（台東区）を 訪
おとず

れ、最
さい

後
ご

の法
ほう

要
よう

が 営
いとな

ま

れた。会長の前
まえ

島
じま

進
すすむ

さん(88)は「残
ざん

念
ねん

だ 

が、弥栄村が記
き

録
ろく

として残
のこ

り、次
じ

世
せ

代
だい

 

への 教
きょう

訓
くん

となることを期
き

待
たい

したい」と 

話
はな

した。 

 

 

 

 

 

◆ご注
ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

された

内容
ないよう

を中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したがって、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

には報
ほう

道
どう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

まれています。 

◆




